
耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 111　市民交流センター

所管部署： コミュニティ推進課

施設の設置目的

　市民活動の推進、市民交流の促進、福
祉の増進、ふるさとづくり及び産業の育
成、並びに中心市街地の活性化等を図る
ことを目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 市民交流センター
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市御幸通2-28
駐車可能台数  敷地面積 1,504㎡

管理形態 指定管理 延床面積 3,024㎡

耐震診断の実施 未実施 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 RC造

 主要建物建築年 S44 4 階

耐震工事の実施状況 － 避難所の指定 無 ※備考欄参照

1階の床はJR西日本が所有（改札口、売店ほか） ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 A

主な構成施設

主要施設
多目的広場、図書コーナー、行政コーナー、講座室、大会議室、小会議
室、食堂、ビジネスサポートコーナー、市民活動支援センター、市役所
事務所（中心市街地整備課）

主要設備
エレベーター、エスカレーター、身体障害者用トイレ、休憩用椅子、
テーブル、会議用長机、パイプ椅子、ビジネスサポートブースほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 91,535人 92,239人 96,754人 市民一般

内
訳

多目的広場 67,216人 69,032人 73,019人 〃

大会議室 7,499人 7,678人 8,308人

講座室 11,918人 10,604人 10,481人 〃

〃

小会議室 4,902人 4,925人 4,946人 〃

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

1,947 1,495 1,465 ●指定管理（ふるさと振興
財団）H26.4.1～
H27.3.31

●徳山駅ビルからテナント
店舗が撤退したことを受
け、旧徳山市が2階以上の
上層の床を徳山駅ステー
ションビル(株）から約1億
円で取得し、平成13年に
は約1億4千万円の工事費
で整備し、開館したもので
す。

●交通の結節点である徳山
駅の上層に位置するため、
電車やバスなどの時間待ち
や休憩に費やす高校生、高
齢者が多いのが特徴となっ
ています。

●敷地1,504㎡をJR西日
本から賃借しています。

●平成27年には駅周辺整
備事業の中で駅ビルが解体
されます。

43 37 61

需
用
費

2,745 683

123 137

73 7

13,000 13,000 13,000

45,046 44,449 41,505

2,794

210

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 63,026 62,080 56,714

収入 1,599 1,662 1,590

市が支払うコスト（支出-収入） 61,427 60,418 55,124

利用者１人あたりのコスト(円) 671 655 570

市民１人あたりのコスト（円） 411 404 369



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 112　西部市民交流センター

所管部署： コミュニティ推進課

施設の設置目的

　市民活動の推進、市民交流の促進、児
童の健全育成及び福祉の増進を図る目的
で設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 市民交流センター
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市古市1-1-21
駐車可能台数 8台 敷地面積 2,478㎡

管理形態 直営 延床面積 197㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 S造

耐震性あり 主要建物建築年 S60 1階

耐震工事の実施状況 － 避難所の指定 無 不明

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 B

主な構成施設

主要施設
西部市民活動支援センター、児童交流室、地域集会室、小会議
室ほか

主要設備 身体障害者用トイレ、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 7,392人 8,017人 8,445人 市民一般

内
訳

地域集会室 5,161人 5,785人 6,203人 〃

支援センター 760人 907人 887人

児童交流室 988人 681人 846人 〃

〃

屋外利用 483人 644人 509人 〃

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

1,573 1,570 1,538 ●施設は、キリンビール
（株）製瓶工場の撤退によ
り、同社のクラブハウスを
取得したものです。建物は
無償譲渡を受けています
が、土地は購入したもので
す。

2,208 2,206 2,207

需
用
費

348 350 381

10 23 10

87 89 79

121 118 120

128 191 186

93

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 4,568 4,547 4,521

収入 166 193 221

市が支払うコスト（支出-収入） 4,402 4,354 4,300

利用者１人あたりのコスト(円) 596 543 509

市民１人あたりのコスト（円） 29 29 29



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 113　向道湖ふれあいの家

所管部署： コミュニティ推進課

施設の設置目的

　市民交流と住民福祉の増進を図る目的
で設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 コミュニティ
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字大向826-1
駐車可能台数 20台 敷地面積 1,298㎡

管理形態 指定管理 延床面積 314㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 木造

耐震性あり 主要建物建築年 H5 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 99,419千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 B

主な構成施設

主要施設 多目的室、調理室、和室

主要設備
調理台、調理器具、身体障害者用トイレ、会議用長机、パイプ
椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 3,829人 3,588人 3,349人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 12.5人 11.6人 10.9人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

75 1,121 1,026 ●指定管理（ふさと振興財
団）H25.4.1～H28.3.31

●指定管理に関する調整等
のため平成24年度正職員
人件費が高くなっていま
す。

●施設に近接して向道湖福
祉農園が整備されていま
す。農園の耕作は、都市部
の老人クラブが行ってお
り、施設は老人クラブの休
憩や団欒の場としても利用
されています。

●敷地1,298㎡のうち、
980㎡を賃借しています。

9 12 61

需
用
費

364 573 188

27

224

401 401 401

3,969 3,969 4,011

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 4,845 6,076 5,911

収入 57 56 70

市が支払うコスト（支出-収入） 4,788 6,020 5,841

利用者１人あたりのコスト(円) 1,250 1,678 1,744

市民１人あたりのコスト（円） 32 40 39



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 114　櫛浜コミュニティセンター

所管部署： コミュニティ推進課

施設の設置目的

　地域住民の趣味、文化、教養講座や集
会等が開催できるよう、地域のコミュニ
ティ活動を支援する目的で設置していま
す。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 コミュニティ
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字栗屋858-1
駐車可能台数 20台 敷地面積 1,660㎡

管理形態 指定管理 延床面積 675㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.47 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S55 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 105,837千円

櫛浜児童館、櫛浜児童館児童クラブ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設
集会室、会議室、和室、シルバー室、調理実習室、学習室、児
童遊戯室

主要設備
調理台、調理器具、身体障害者用トイレ、会議用長机、パイプ
椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 23,822人 26,062人 26,951人 地域住民ほか ※ロビー利用者除く

1日当たり利用者数 77.1人 77.8人 89.8人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

449 1,121 1,026 ●指定管理（櫛浜地区コ
ミュニティ推進協議会）
H24.4.1～H28.3.31

●指定管理に関する調整等
のため平成24年度正職員
人件費が高くなっていま
す。

●櫛浜公民館の集会室、会
議室が狭隘なため、これを
補う施設として本施設は設
置されました。

●同一施設内に児童館ス
ペースがあります。児童館
は社会福祉協議会が指定管
理者となっています。

●施設は築後30年を経過
しており老朽化が進んでい
ます。
 
●平成２６年度から建設を
進めている櫛浜公民館に機
能は移転することになって
います。

26 12 61

需
用
費

200 117

6,120 6,743 6,743

292

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 6,795 8,168 7,947

収入 152 155 184

市が支払うコスト（支出-収入） 6,643 8,013 7,763

利用者１人あたりのコスト(円) 279 307 288

市民１人あたりのコスト（円） 44 54 52



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名：
115　富田東地区コミュニティセン
ター

所管部署： コミュニティ推進課

施設の設置目的

　地域住民の趣味、文化、教養講座や集
会等が開催できるよう、地域のコミュニ
ティ活動を支援する目的で設置していま
す。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 コミュニティ
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市古泉三丁目12-20
駐車可能台数 18台 敷地面積 1,321㎡

管理形態 指定管理 延床面積 606㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H6 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 211,575千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設
和室2、子どもルーム、多目的ホール2、学習室、作業ルーム、
調理室、遊戯室

主要設備
玄関スロープ、調理台、調理器具、身体障害者用トイレ、会議
用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 13,281人 13,273人 13,159人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 42.2人 43.7人 43.6人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

393 392 385 ●指定管理（富田東地区コ
ミュニティ推進協議会）
H24.4.1～H29.3.31
利用料金制

●施設は、空調など機械設
備の老朽化が進んでおり、
更新等の必要性が生じてい
ます。

需
用
費

196

3,213 3,109 3,109

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 3,802 3,501 3,494

収入 4 4 4

市が支払うコスト（支出-収入） 3,798 3,497 3,490

利用者１人あたりのコスト(円) 286 263 265

市民１人あたりのコスト（円） 25 23 23



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名：
116　地域交流センター
           「ほのぼの会館」

所管部署： コミュニティ推進課

施設の設置目的

　地域住民の趣味、文化、教養講座や集
会等が開催できるよう、地域のコミュニ
ティ活動を支援する目的で設置していま
す。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 コミュニティ
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大神2-7-24
駐車可能台数 5台 敷地面積 700㎡

管理形態 指定管理 延床面積 681㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H8 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 208,551千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設 和室2、多目的ホール2、会議室、学習室、調理室

主要設備
身体障害者用トイレ、調理台、調理器具、会議用長机、パイプ
椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

 22,913人 23,525人 25,281人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 74.9人 76.9人 82.6人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

393 392 385 ●指定管理（地域交流セン
ター管理運営協議会）
H24.4.1～H29.3.31
利用料金制

●平成24年度に空調設備
とデッキに修繕を行ってい
ます。

●施設は、空調など機械設
備の老朽化が進んでおり、
更新等の必要性が生じてい
ます。

需
用
費

1,559

53

2,947 3,128 3,128

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 3,340 5,132 3,513

収入 4 4 4

市が支払うコスト（支出-収入） 3,336 5,128 3,509

利用者１人あたりのコスト(円) 146 218 139

市民１人あたりのコスト（円） 22 34 23



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名：
117　福川地区コミュニティセン
ター

所管部署： コミュニティ推進課

施設の設置目的

　地域住民の趣味、文化、教養講座や集
会等が開催できるよう、地域のコミュニ
ティ活動を支援する目的で設置していま
す。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 コミュニティ
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市福川3-15-26
駐車可能台数 10台 敷地面積 609㎡

管理形態 指定管理 延床面積 407㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 S造

耐震性あり 主要建物建築年 H14 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 179,189千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設 和室、サロン、集会室2、会議室、音楽室

主要設備
身体障害者用トイレ、調理台、調理器具、会議用長机、パイプ
椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 21,433人 22,104人 18,747人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 58.9人 62.3人 52.7人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

393 392 385 ●指定管理（福川会館管理
運営協議会）H24.4.1～
H29.3.31
利用料金制

需
用
費 36

3,079 3,245 3,245

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 3,472 3,673 3,630

収入 1 1 1

市が支払うコスト（支出-収入） 3,471 3,672 3,629

利用者１人あたりのコスト(円) 162 166 194

市民１人あたりのコスト（円） 23 25 24



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名：
118　福川南地区コミュニティセン
ター

所管部署： コミュニティ推進課

施設の設置目的

　地域住民の趣味、文化、教養講座や集
会等が開催できるよう、地域のコミュニ
ティ活動を支援する目的で設置していま
す。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 コミュニティ
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市中畷町15-22
駐車可能台数 20台 敷地面積 930㎡

管理形態 指定管理 延床面積 506㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H7 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 166,946千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設 和室2、多目的ホール2、学習室、会議室、調理室

主要設備
身体障害者用トイレ、調理台、調理器具、会議用長机、パイプ
椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 22,359人 17,695人 15,185人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 73.1人 57.8人 49.6人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

393 392 385 ●指定管理（福川南地区コ
ミュニティセンター管理運
営協議会）H24.4.1～
H29.3.31
利用料金制

●敷地930㎡のうち、駐車
場として310㎡を賃借して
います。

●施設は、空調など機械設
備の老朽化が進んでおり、
更新等の必要性が生じてい
ます。

●平成25年度に玄関ホー
ルと2階会議室押入れの雨
漏りの修繕を行いました。

需
用
費

354 134 819

45

455 455 455

2,823 2,726 2,726

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 4,025 3,752 4,385

収入 4 4 1

市が支払うコスト（支出-収入） 4,021 3,748 4,384

利用者１人あたりのコスト(円) 180 212 289

市民１人あたりのコスト（円） 27 25 29



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 119　中央公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市岐山通1-4
駐車可能台数 － 敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 347㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 RC造

 主要建物建築年 S41 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 不明

市民館小ホール ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設
事務室、講師控室、会議室、情報コーナー

※施設は、市民館の敷地内に立地しています。

主要設備 視聴覚機器、放送機器、会議用長机、会議用円卓、パイプ椅子

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

メールマガジン
登録者数

3,798人 4,007人 4,174人 市民一般

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

29,956 29,896 29,300 ●施設は昭和41年に福祉
センターとして建設したも
のを改修し、公民館に目的
替えをして使用していま
す。

●市内の全公民館の統括や
生涯学習センターとしての
機能を有しています。

3,286 3,291 3,297

39

需
用
費

5 101 16

523 588 578

448 365 401

3

345 324 413

544 634 567

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 35,107 35,202 34,611

収入 432 308 482

市が支払うコスト（支出-収入） 34,675 34,894 34,129

利用者１人あたりのコスト(円) 9,130 8,708 8,176

市民１人あたりのコスト(円） 232 233 228



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 120　大津公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字大津島68
駐車可能台数  敷地面積 224㎡

管理形態 直営 延床面積 243㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 2.22 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 S54 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 36,821千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 集会室、和室、調理実習室

主要設備 放送機器、調理台、調理器具、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 650人 680人 729人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

3,745 3,737 3,663 ●施設には職員が駐在して
いません。施設の使用は、
使用者が鍵を借りて開閉を
することとなっています。

●施設は築後30年を経過
しており老朽化が進んでい
ます。
　地区は、高齢化が進んで
いますが、バリアフリー対
応はなされていません。

需
用
費

227 250 209

72 2

41 75 76

38 38 38

232 224 225

15 15 14

139 120 94

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 4,509 4,459 4,321

収入 1 1 1

市が支払うコスト（支出-収入） 4,508 4,458 4,320

利用者１人あたりのコスト(円) 6,935 6,556 5,926

市民１人あたりのコスト(円） 30 30 29



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 121　馬島公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字大津島2042
駐車可能台数 20台 敷地面積 637㎡

管理形態 直営 延床面積 336㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.84 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 S48 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 20,179千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室、和室、調理実習室

主要設備 放送機器、調理台、調理器具、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 1,386人 1,173人 1,102人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は築後40年を経過
しており老朽化が進んでい
ます。

●平成24年度にはトイレ
改修を行いましたが、十分
なバリアフリー対応はなさ
れていません。

●平成22年度の収入のう
ち2,000千円は、空調改修
にかかる国庫補助金です。

●平成２５年度に、放送設
備の改修を行いました。

1,576 1,495 1,460

需
用
費

346 343 332

12 638 512

91 65 40

79 81 86

232 239 240

96 104 99

1,602

87 83 83

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 2,519 4,650 2,852

収入 7 9 6

市が支払うコスト（支出-収入） 2,512 4,641 2,846

利用者１人あたりのコスト(円) 1,812 3,957 2,583

市民１人あたりのコスト(円） 17 31 19



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 122　戸田公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字戸田2845-2
駐車可能台数 11台 敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 470㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.63 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S51 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 86,798千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室2、和室、調理実習室

主要設備 放送機器、調理台、調理器具、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 12,555人 13,810人 12,596人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

7,489 7,474 5,128 ●施設は築後30年を経過
しており老朽化が進んでい
ます。

●平成24年度は、大会議
室のクロスの張替、空調設
備の全面改修を実施してい
ます。

需
用
費

671 704 621

82 3,532 13

66 105 76

2 23

93 93 303

79 92 12

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 8,482 12,000 6,176

収入 30 35 30

市が支払うコスト（支出-収入） 8,452 11,965 6,146

利用者１人あたりのコスト(円) 673 866 488

市民１人あたりのコスト(円） 57 80 41



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 123　戸田四郎谷公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字戸田4741
駐車可能台数 － 敷地面積 339㎡

管理形態 直営 延床面積 128㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 木造

 主要建物建築年 S33 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 不明

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 集会室、和室、調理実習室

主要設備 調理台、調理器具、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 750人 853人 735人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は小学校として造ら
れたものを改修して公民館
として利用しています。

●築後50年を経過して老
朽化が進んでいます。

●平成22年度は大雨災害
により公民館への進入路の
補修を行っています。

444 444 444

需
用
費

87 89 97

113

34 55 43

40 40 37

84 84 84

33 41 36

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 835 753 741

収入 7 6 6

市が支払うコスト（支出-収入） 828 747 735

利用者１人あたりのコスト(円) 1,104 876 1,000

市民１人あたりのコスト(円） 6 5 5



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 124　戸田津木公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字戸田152-2
駐車可能台数 5台 敷地面積 628㎡

管理形態 直営 延床面積 155㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 木造

耐震性あり 主要建物建築年 S62 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 主要建物建築費 23,284千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 会議室、調理実習室、駐車場

主要設備 調理台、調理器具、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 291人 349人 652人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●住民の集える集会可能施
設となっています。

444 444 444

需
用
費

78 75 90

50

25 27 29

53 36 37

145 145 145

41 41 36

84 79 79

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 870 897 860

収入 3 3 2

市が支払うコスト（支出-収入） 867 894 858

利用者１人あたりのコスト(円) 2,979 2,562 1,316

市民１人あたりのコスト(円） 6 6 6



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 125　菊川公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字下上2146
駐車可能台数 41台 敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 536㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.35 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S47 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 28,533千円

菊川支所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設 集会室、会議室、和室2、調理実習室

主要設備 放送機器、調理台、調理器具、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 15,370人 16,300人 17,866人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

7,489 7,474 9,523 ●施設は築後40年を経過
し、老朽化しています。

●地域ボランティアによる
放課後子ども教室事業、寺
子屋事業を実施し、子ども
の利用が増えています。

需
用
費

723 707 766

166 120 71

154 160 169

9 31

124 352 124

276 10 58

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 8,932 8,832 10,742

収入 84 87 98

市が支払うコスト（支出-収入） 8,848 8,745 10,644

利用者１人あたりのコスト(円) 576 537 596

市民１人あたりのコスト(円） 59 59 71



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 126　菊川公民館・富岡分館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字下上1560-1
駐車可能台数 10台 敷地面積 1,205㎡

管理形態 直営 延床面積 170㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 1.96 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 S51 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 17,479千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｅ

主な構成施設

主要施設 集会室、和室

主要設備 座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 5,703人 3,086人 3,205人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は築後30年を経過
して老朽化が進んでいま
す。

需
用
費

192 193 212

80

20 36 20

37 37 37

74 71 103

36 36 36

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 359 373 488

収入 2 2

市が支払うコスト（支出-収入） 357 371 488

利用者１人あたりのコスト(円) 63 120 152

市民１人あたりのコスト(円） 2 2 3



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 127　菊川公民館・加見分館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字上村704
駐車可能台数 6台 敷地面積 786㎡

管理形態 直営 延床面積 170㎡

耐震診断の実施 未実施 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 RC造

 主要建物建築年 S51 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 16,970千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｅ

主な構成施設

主要施設 集会室、和室

主要設備 座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 5,842人 4,272人 3,702人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は築後30年を経過
して老朽化が進んでいま
す。

需
用
費

211 211 197

63 240

21 39 24

37 37 37

74 72 72

36 36 36

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 442 635 366

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 442 635 366

利用者１人あたりのコスト(円) 76 149 99

市民１人あたりのコスト(円） 3 4 2



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 128　夜市公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字夜市660-1
駐車可能台数 28台 敷地面積 －

管理形態 直営 延床面積 560㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H9 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 203,168千円

夜市支所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｄ

主な構成施設

主要施設 集会室、会議室、和室、調理実習室

主要設備
身体障害者トイレ、調理台、調理器具、視聴覚機器、放送設
備、座卓、会議用長机、パイプ椅子、太陽光パネルほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 13,542人 11,608人 13,493人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

11,234 11,211 8,790 ●施設は平成9年の建設で
比較的あ、新しいため現況
では修繕箇所等はありませ
ん。

●施設には、太陽光発電装
置を設置しており、屋外外
灯、屋内証明の一部を賄っ
ています。

●平成23年度に非常電源
用太陽光パネル設置工事を
実施しています。

需
用
費

982 964 1,041

75 9 42

55 54 59

5 2

124 124 124

26 26 20

4,578

30 15 10

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 17,104 12,408 10,089

収入 41 77 166

市が支払うコスト（支出-収入） 17,063 12,331 9,923

利用者１人あたりのコスト(円) 1,260 1,062 735

市民１人あたりのコスト(円） 114 82 66



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 129　湯野公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字湯野4230-1
駐車可能台数 25台 敷地面積 －

管理形態 直営 延床面積 628㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H14 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 192,657千円

湯野支所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｄ

主な構成施設

主要施設 集会室、会議室2、和室、調理実習室、プロパン庫

主要設備
身体障害者トイレ、調理台、調理器具、視聴覚機器、放送設
備、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 9,033人 12,222人 11,350人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

7,489 7,474 7,325 ●施設は平成14年の建設
で比較的新しいため、現況
では大きな修繕箇所等はあ
りません。

需
用
費

907 870 880

71 83

61 55 55

2 2 2

124 124 124

26 26 20

26 18 69

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 8,706 8,569 8,558

収入 34 20 33

市が支払うコスト（支出-収入） 8,672 8,549 8,525

利用者１人あたりのコスト(円) 960 699 751

市民１人あたりのコスト(円） 58 57 57



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 130　大島公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字大島1601
駐車可能台数 15台 敷地面積 －

管理形態 直営 延床面積 353㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 1.28 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 S55 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 67,401千円

鼓南支所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｄ

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室、和室、調理実習室

主要設備 調理台、調理器具、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 4,675人 4,248人 4,153人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

8,987 8,969 8,424 ●施設は築後30年を経過
して老朽化が進んでいま
す。鉄筋の腐食による外壁
の劣化などが見られます。

需
用
費

550 524 546

858 535

50 52 56

5 2

93 93 93

10 32 1,078

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 10,548 10,210 10,199

収入 14 14 22

市が支払うコスト（支出-収入） 10,534 10,196 10,177

利用者１人あたりのコスト(円) 2,253 2,400 2,451

市民１人あたりのコスト(円） 70 68 68



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 131　櫛浜公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字櫛ヶ浜458-1
駐車可能台数 9台 敷地面積 －

管理形態 直営 延床面積 465㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 RC造

 主要建物建築年 S42 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 10,826千円

櫛浜支所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｄ

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室2、和室、調理実習室

主要設備
調理台、調理器具、視聴覚機器、放送設備、座卓、会議用長
机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 13,234人 16,809人 16,060人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

7,489 7,474 7,325 ●施設は築後46年を経過
して老朽化が進んでいるこ
とや、施設が狭隘で利用の
便が悪いことから、建替え
計画が進んでいます。

●公民館・支所の建替えに
向け、平成24年度に基本
設計、平成25年度に実施
設計及び調査・測量
（7,427千円）を実施し、
平成26年度以降に整備工
事に着手する予定です。

需
用
費

717 724 769

405 63 29

94 95 75

48

93 7,454 7,520

17 26 32

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 8,815 15,836 15,798

収入 40 45 40

市が支払うコスト（支出-収入） 8,775 15,791 15,758

利用者１人あたりのコスト(円) 663 939 981

市民１人あたりのコスト(円） 59 106 105



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 132　大向公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字大向1652-1
駐車可能台数 20台 敷地面積 688㎡

管理形態 直営 延床面積 404㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.75 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S54 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 49,630千円

－ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｄ

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室、和室、調理実習室

主要設備
調理台、調理器具、視聴覚機器、放送設備、座卓、会議用長
机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 1,768人 1,416人 1,298人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

22,467 22,422 5,567 ●施設は築後30年を経過
して老朽化が進んでいま
す。
　
●平成25年度に講堂の床
の修繕や畳表替えを行いま
した。

394 394

需
用
費

606 596 636

343 71 215

227 229 280

143 103 115

459 467 467

131 119 50

187 42 52

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 24,957 24,443 7,382

収入 7 23 18

市が支払うコスト（支出-収入） 24,950 24,420 7,364

利用者１人あたりのコスト(円) 14,112 17,246 5,673

市民１人あたりのコスト(円） 167 163 49



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 134　久米公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字久米2812-1
駐車可能台数 32台 敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 639㎡

耐震診断の実施 二次済 構造耐震指標(Is値) 0.82 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 S55 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 107,942千円

久米支所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設 講堂（集会室）、会議室2、和室、図書室、調理室

主要設備
調理台、調理器具、視聴覚機器、放送設備、座卓、会議用長
机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 18,597人 23,221人 29,910人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

11,234 11,211 5,860 ●施設は築後30年を経過
して老朽化が進んでいま
す。

●2階の会議室等は平成2
年に増築しています。
 
●平成24年度に第2次耐震
診断業務を実施していま
す。

●平成25年度にトイレの
洋式化工事を実施していま
す。

需
用
費

1,377 1,233 1,293

110 172 131

60 81 81

13 13 13

124 2,124 124

20 26 20

872

13 28 20

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 12,951 14,888 8,414

収入 90 108 90

市が支払うコスト（支出-収入） 12,861 14,780 8,324

利用者１人あたりのコスト(円) 692 636 278

市民１人あたりのコスト(円） 86 99 56



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 135　今宿公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市原宿町6-12
駐車可能台数 14台 敷地面積 793㎡

管理形態 直営 延床面積 596㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.5 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S45 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 107,494千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室、和室2、調理実習室

主要設備
調理台、調理器具、視聴覚機器、放送設備、座卓、会議用長
机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 19,443人 23,068人 20,477人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は築後40年を経過
して老朽化しています。
　1階の講堂は昭和62年に
増築したものですが、こち
らも老朽化しています。

●平成25年度に耐震二次
診断を実施しています。

2,351 2,383 2,406

需
用
費

821 867 865

15 181 169

63 103 56

69 89 69

31 126 1,563

142 75 144

2,485 2,447 2,426

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 5,977 6,271 7,698

収入 109 111 158

市が支払うコスト（支出-収入） 5,868 6,160 7,540

利用者１人あたりのコスト(円) 302 267 368

市民１人あたりのコスト(円） 39 41 50



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 136　今宿公民館西松原分館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市西松原4-4-40
駐車可能台数 3台 敷地面積 515㎡

管理形態 直営 延床面積 258㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 1.37 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 S54 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 33,714千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｅ

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室、和室、調理実習室

主要設備 調理台、調理器具、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 4,800人 3,861人 3,741人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は築後30年を経過
して老朽化しています。

●平成22年度の収入のう
ち1,950千円は工事にかか
る国庫補助金です。需

用
費

286 274 288

20 8

14

37 37 37

31 20 20

187 187 187

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 561 540 532

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 561 540 532

利用者１人あたりのコスト(円) 117 140 142

市民１人あたりのコスト(円） 4 4 4



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 137　小畑公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字小畑193
駐車可能台数 8台 敷地面積 694㎡

管理形態 直営 延床面積 355㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 S造

耐震性あり 主要建物建築年 H1 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 107,942千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室、和室、調理実習室

主要設備 調理台、調理器具、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 2,667人 2,908人 2,789人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●地区内で唯一の指定避難
所であり、住民の集える集
会可能施設となっていま
す。

●敷地のうち293㎡を駐車
場用地として賃借していま
す。

2,143 2,199 2,226

需
用
費

464 480 487

845 57 42

75 114 75

73 75 75

313 320 321

234 234 229

12 12 54

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 4,159 3,491 3,509

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 4,159 3,491 3,509

利用者１人あたりのコスト(円) 1,559 1,200 1,258

市民１人あたりのコスト(円） 28 23 23



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 138　四熊公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字四熊1417
駐車可能台数 16台 敷地面積 1,274㎡

管理形態 直営 延床面積 341㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 1.06 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 S50 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 38,790千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室2、和室、調理実習室

主要設備 調理台、調理器具、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 2,985人 3,051人 1,661人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●地区内で唯一の指定避難
所であり、住民の集える集
会可能施設となっていま
す。

1,395 2,113 2,152

需
用
費

400 411 425

26 68 20

37 139 76

68 73 68

297 304 305

118 127 73

32 12 96

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 2,373 3,247 3,215

収入 5 5 8

市が支払うコスト（支出-収入） 2,368 3,242 3,207

利用者１人あたりのコスト(円) 793 1,063 1,930

市民１人あたりのコスト(円） 16 22 21



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 139　粭島公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字粭島227
駐車可能台数 1台 敷地面積 148㎡

管理形態 直営 延床面積 382㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.36 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S48 3階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 20,360千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室、和室、調理実習室

主要設備 調理台、調理器具、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 2,023人 2,191人 2,226人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は築後40年を経過
して老朽化が進んでいま
す。

●平成25年度に耐震２次
診断を実施しています。

2,143 2,199 2,225

需
用
費

348 357 370

59 19 373

53 78 72

68 68 81

124 131 1,567

100 100 101

16 26 23

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 2,911 2,978 4,812

収入 20 16 15

市が支払うコスト（支出-収入） 2,891 2,962 4,797

利用者１人あたりのコスト(円) 1,429 1,352 2,155

市民１人あたりのコスト(円） 19 20 32



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 140　須金公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字須万2435
駐車可能台数 7台 敷地面積 －

管理形態 直営 延床面積 330㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 S造

 主要建物建築年 S40 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 主要建物建築費 5,750千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設

主要設備

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数    

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は築後40年を経過
して老朽化が進んでいま
す。

●須金支所に併設の農村環
境改善センターが実質的な
公民館として機能してお
り、現在、この施設は倉庫
として使用されています。

需
用
費

27 25 24

4 30

55 87 15

95 78 78

15 17 15

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 196 207 162

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 196 207 162

利用者１人あたりのコスト(円)    

市民１人あたりのコスト(円） 1 1 1



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 141　中須公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字中須南2557-1
駐車可能台数 23台 敷地面積 －

管理形態 直営 延床面積 566㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H8 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 247,814千円

中須支所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 B

主な構成施設

主要施設 集会室、会議室、交流室、和室2、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 3,091人 2,903人 2,497人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

9,211 9,193 2,564 ●施設は平成8年の建設で
比較的新しく、現況では修
繕箇所等はありません。

●同一敷地内に、中須保育
園、中須診療所、消防機庫
が設置されています。

需
用
費

1,671 1,678 625

447 118 86

53 51 52

29

124 124 124

15 26 20

3

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 11,521 11,222 3,471

収入 2 11 6

市が支払うコスト（支出-収入） 11,519 11,211 3,465

利用者１人あたりのコスト(円) 3,727 3,862 1,388

市民１人あたりのコスト(円） 77 75 23



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 142　須々万公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地
周南市大字須々万本郷478-
2

駐車可能台数 17台 敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 395㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.39 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S47 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 28,568千円

須々万支所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｄ

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室、和室、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 13,946人 16,101人 14,299人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

6,253 6,054 6,373 ●施設は築後40年を経過
して老朽化しています。

●隣接の農村環境改善セン
ターが新しいため、集会や
講座の利用がこちらに移
り、公民館の利用者は減少
傾向にあります。

15 15

需
用
費

483 479 518

1,188 126 91

159 184 223

7 17 7

93 93 93

2 5 109

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 8,200 6,973 7,414

収入 24 34 36

市が支払うコスト（支出-収入） 8,176 6,939 7,378

利用者１人あたりのコスト(円) 586 431 516

市民１人あたりのコスト(円） 55 46 49



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 143　長穂公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字長穂876-1
駐車可能台数 12台 敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 1,063㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.19 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S46 3階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費  

長穂支所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｅ

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室3、和室2、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 4,100人 2,213人 2,371人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

7,489 7,474 7,325 ●長穂支所・公民館は昭和
38年に国民宿舎として設
置した施設で、国民宿舎の
廃止後にこれを改修して、
昭和63年に支所・公民館
として開所したものです。

●施設は築後50年を経過
して老朽化が進んでいま
す。

需
用
費

806 767 843

154 91 77

107 75 114

2 5

164 164 164

11 3

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 8,731 8,576 8,528

収入 16 12 24

市が支払うコスト（支出-収入） 8,715 8,564 8,504

利用者１人あたりのコスト(円) 2,126 3,870 3,587

市民１人あたりのコスト(円） 58 57 57



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 144　岐山公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字徳山5649
駐車可能台数 31台 敷地面積 1,506㎡

管理形態 直営 延床面積 498㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.16 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S45 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 12,458千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 B

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室2、和室2、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 19,390人 21,187人 23,038人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は昭和45年の建築
で、築後40年を経過して
老朽化しています。

●昭和49年に2階会議室
を、昭和59年に講堂をそ
れぞれ増設しています。

●地区内の他の集会施設
は、文化会館会議室のみと
なっています。地区住民が
文化会館を利用することは
少なく、公民館に利用が集
中します。

●平成23年度から放課後
子ども教室が実施されてい
ます。

2,326 2,383 2,401

需
用
費

787 832 852

221 34 49

196 353 155

71 70 68

31 126 128

240 154 107

2,464 2,601 2,769

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 6,336 6,553 6,529

収入 118 143 93

市が支払うコスト（支出-収入） 6,218 6,410 6,436

利用者１人あたりのコスト(円) 321 303 279

市民１人あたりのコスト(円） 42 43 43



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 145　遠石公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字徳山591-3
駐車可能台数 20台 敷地面積 1,207㎡

管理形態 直営 延床面積 484㎡

耐震診断の実施 二次済 構造耐震指標(Is値) 0.54 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S45 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 12,721千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｄ

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室2、和室2、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、視聴覚器、座卓、会議用長机、パイプ椅子
ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 10,693人 10,545人 11,221人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は昭和45年の建築
で、築後40年を経過して
老朽化しています。

●敷地面積のうち500㎡は
駐車場として賃借していま
す。

●平成22年度の収入のう
ち2,100千円はトイレ改修
工事にかかる国庫補助金で
す。

●平成24年度に第2次耐震
診断業務を実施していま
す。

2,326 2,348 2,386

需
用
費

672 676 705

157 54 397

180 193 192

114 86 106

31 2,116 128

1,073 1,070 1,070

2,544 2,448 2,444

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 7,097 8,991 7,428

収入 89 123 114

市が支払うコスト（支出-収入） 7,008 8,868 7,314

利用者１人あたりのコスト(円) 655 841 652

市民１人あたりのコスト(円） 47 59 49



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 146　中央地区公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市飯島町1-13
駐車可能台数 4台 敷地面積 398㎡

管理形態 直営 延床面積 615㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 S造

耐震性あり 主要建物建築年 H4 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 不明

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｄ

主な構成施設

主要施設 集会室、会議室、和室、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 18,705人 15,846人 15,039人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は平成4年の建築
で、築後20年を経過して
いますが、現況では目立っ
た老朽箇所はありません。

●駐車場が4台分と狭隘
で、自家用車での利用は困
難となっています。

2,299 2,355 2,319

需
用
費

1,560 1,558 1,571

300 8 71

63 131 32

121 126 126

62 157 159

405 405 401

2,413 2,415 2,414

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 7,223 7,155 7,093

収入 190 126 206

市が支払うコスト（支出-収入） 7,033 7,029 6,887

利用者１人あたりのコスト(円) 376 444 458

市民１人あたりのコスト(円） 47 47 46



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 147　中央地区公民館　別館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市飯島町1-13
駐車可能台数  敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 514㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.27 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S46 4階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 主要建物建築費 不明

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 講堂

主要設備

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数    地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は1.・2階が飯島保
育園、4階は不登校児童・
生徒を対象とした適応子指
導教室として利用されてい
ます。

●公民館別館は3階のみで
すが、資機材を置いている
のみです。

需
用
費

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 0 0 0

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 0 0 0

利用者１人あたりのコスト(円)    

市民１人あたりのコスト(円） 0 0 0



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 148　周陽公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市周陽2-10-3
駐車可能台数 30台 敷地面積 2,828㎡

管理形態 直営 延床面積 670㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.72 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S53 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 67,500千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 B

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室3、和室、調理実習室、工芸室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、座卓、会議用長机、パイプ椅子
ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 24,082人 23,393人 23,240人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は昭和53年の建築
で築後30年を経過して老
朽化しています。

●平成3年に2階会議室、
工芸室を増設しています。

●平成22年度収入のうち
2,142千円は空調改修にか
かる国庫補助金です。
　平成23年度収入のうち
450千円は工事にかかる国
庫補助金です。

2,299 2,383 2,409

需
用
費

1,118 1,090 1,118

1,540 300 427

72 100 76

82 110 90

31 126 128

202 112 104

741

2,503 2,413 2,413

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 8,588 6,634 6,765

収入 693 263 215

市が支払うコスト（支出-収入） 7,895 6,371 6,550

利用者１人あたりのコスト(円) 328 272 282

市民１人あたりのコスト(円） 53 43 44



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 149　秋月公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市楠木2-1-25
駐車可能台数 17台 敷地面積 999㎡

管理形態 直営 延床面積 617㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.56 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S56 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 75,580千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室2、和室、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 19,138人 20,259人 19,370人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は昭和56年の建築
で築後30年を経過して老
朽化しています。

●平成5年に1階床の拡張
工事を実施しています。

●平成22年度収入のうち
2,142千円は空調改修にか
かる国庫補助金です。
　平成23年度収入のうち
850千円はトイレ改修にか
かる国庫補助金です。

●平成２５年度に耐震２次
診断を実施しています。

2,299 2,369 2,390

需
用
費

858 830 844

36 311 217

103 101 53

69 101 71

31 126 1,563

157 167 135

　

1,399

2,413 2,453 2,443

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 7,365 6,458 7,716

収入 1,035 157 156

市が支払うコスト（支出-収入） 6,330 6,301 7,560

利用者１人あたりのコスト(円) 331 311 390

市民１人あたりのコスト(円） 42 42 51



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 150　桜木公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市城ヶ丘2-4-21
駐車可能台数 27台 敷地面積 858㎡

管理形態 直営 延床面積 581㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 1.39 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 S57 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 85,430千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設 講堂、会議室2、和室、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 22,718人 28,687人 28,222人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は昭和57年の建築
で築後30年を経過して老
朽化しています。

●平成6年に2階会議室の
増設工事を実施していま
す。

●平成22年度収入のうち
2,142千円は空調改修にか
かる国庫補助金です。

2,182 2,336 2,234

需
用
費

899 918 952

119 514 205

112 153 151

66 67 71

31 126 127

238 190 131

2,513 2,465 2,465

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 6,160 6,769 6,336

収入 156 218 189

市が支払うコスト（支出-収入） 6,004 6,551 6,147

利用者１人あたりのコスト(円) 264 228 218

市民１人あたりのコスト(円） 40 44 41



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 151　福川公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地
周南市福川南町2-1
(新南陽ふれあいセンター内)

駐車可能台数 200台 敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 605㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H2 3階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 主要建物建築費 不明

新南陽ふれあいセンター、福川武道館 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 A

主な構成施設

主要施設 会議室3、和室、調理実習室、研修室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 20,789人 26,793人 43,911人 市民一般

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

5,991 5,979 0 ●福川公民館は、新南陽ふ
れあいセンター内の一部を
公民館施設として位置付け
ています。

●施設は平成2年の建築で
機械設備を中心に、修繕等
の必要性が生じています。

●複合施設のため、光熱水
費等を面積按分で算出して
います。

●新南陽公民館の廃止後、
代替施設として月曜日を開
館しています。

2,209 2,209 2,205

需
用
費

1,275 1,362 1,438

197 287 85

46 44 49

51 50 47

1,551 1,593 1,589

31 25 30

142 156 119

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 11,493 11,705 5,562

収入 496 508 481

市が支払うコスト（支出-収入） 10,997 11,197 5,081

利用者１人あたりのコスト(円) 529 418 115

市民１人あたりのコスト(円） 74 75 34



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 152　和田公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字垰166
駐車可能台数 22台 敷地面積 1,104㎡

管理形態 直営 延床面積 528㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.44 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S45 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 主要建物建築費 不明

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設 会議室、和室、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 5,870人 6,617人 6,079人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

3,070 3,064 1,831 ●施設は和田支所と隣接し
て設置されています。

●施設は昭和45年に建築
されており、築後40年を
経過して老朽化が進んでい
ます。なお、和田支所も昭
和51年の建築で、同様に
老朽化しています。

●平成22年度の収入のう
ち4,935千円は空調改修に
かかる国庫補助金です。

3,143 3,829 3,856

756

需
用
費

582 600 619

48 242 75

163 180 160

132 123 145

602 606 605

173 175 168

77 85 226

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 8,746 8,904 7,685

収入 9 12 11

市が支払うコスト（支出-収入） 8,737 8,892 7,674

利用者１人あたりのコスト(円) 1,488 1,344 1,262

市民１人あたりのコスト(円） 58 59 51



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 153　熊毛公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市熊毛中央町1-1
駐車可能台数 150台 敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 1,285㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 木造・RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H13 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 137,735千円

熊毛総合支所、ゆめプラザ熊毛 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 A

主な構成施設

主要施設 会議室6、和室、調理実習室、多目的ホール、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 23,694人 24,733人 26,303人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

7,489 7,474 7,325 ●平成22年2月 にゆめプ
ラザ熊毛の機能の一部とし
て熊毛総合支所の余裕施設
を整備し、開所したもので
す。

●旧熊毛公民館は、他の用
途で活用しています。

●複合施設のため、総合支
所と光熱水費を按分してい
ます。

●平成25年度に熊毛総合
支所及びゆめプラザ熊毛、
熊毛公民館の外壁の塗装工
事を行っています。

●平成25年度の収入のう
ち、5,087千円は外壁改修
に係る国庫補助金です。

750 750 750

564 577 577

需
用
費

1,767 2,565 2,917

20 20

182 184 164

69 69 120

39

104 99 103

11,145 11,114 11,114

31 31 43

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 22,121 22,883 23,152

収入 119 148 5,307

市が支払うコスト（支出-収入） 22,002 22,735 17,845

利用者１人あたりのコスト(円) 929 919 678

市民１人あたりのコスト(円） 147 152 119



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 154　高水公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字樋口491
駐車可能台数 30台 敷地面積 3,843㎡

管理形態 直営 延床面積 688㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.92 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 S56 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 125,690千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 B

主な構成施設

主要施設 会議室2、和室、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 7,430人 7,212人 6,927人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

5,242 5,232 4,761 ●会議、集会などの類似機
能を持つ高水ふれあいセン
ターが、公民館と同一敷地
内に設置されています。

●平成22年度収入のうち
2,064千円は空調改修にか
かる国庫補助金です。

●平成25年度に雨水側溝
の改修工事を実施していま
す。

525 525 525

291 291 285

需
用
費

998 1,099 1,016

339 120 386

153 249 154

123 137 119

161 210 161

101 126 129

1,295

69 50 50

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 8,002 8,039 8,881

収入 63 65 72

市が支払うコスト（支出-収入） 7,939 7,974 8,809

利用者１人あたりのコスト(円) 1,069 1,106 1,272

市民１人あたりのコスト(円） 53 53 59



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 155　高水ふれあいセンター

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字樋口491
駐車可能台数 30台 敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 264㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 S造

耐震性あり 主要建物建築年 H11 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 主要建物建築費 130,000千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 A

主な構成施設

主要施設 会議室、和室3、入浴館、駐車場

主要設備
風呂、調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用
長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 3,694人 3,566人 2,998人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

2,247 2,242 2,564 ●高水公民館と同一敷地内
に設置されており、公民館
職員が施設の管理を行って
います。

●交流施設で唯一、入浴設
備があります。入浴料は
12歳以上が300円、6歳
～11歳が150円、5歳以
下が50円となっていま
す。

225 225 225

291 291 285

需
用
費

1,231 1,343 1,301

243 125 182

705 852 928

143 146 150

2,647 2,630 2,649

32 26 26

40 40 40

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 7,804 7,920 8,350

収入 544 690 596

市が支払うコスト（支出-収入） 7,260 7,230 7,754

利用者１人あたりのコスト(円) 1,965 2,027 2,586

市民１人あたりのコスト(円） 49 48 52



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 156　大河内公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字大河内1638-23
駐車可能台数 40台 敷地面積 2,290㎡

管理形態 直営 延床面積 565㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.77 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S54 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 83,990千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 B

主な構成施設

主要施設 会議室2、和室、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 10,179人 9,785人 8,644人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

7,489 7,474 7,325 ●施設は昭和54年に建築
されており、築後30年を
経過して老朽化が進んでい
ます。

750 750 750

558 577 650

需
用
費

808 827 844

24 692 275

257 320 275

158 157 189

706 660 660

99 125 123

35 424 35

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 10,884 12,006 11,126

収入 12 73 19

市が支払うコスト（支出-収入） 10,872 11,933 11,107

利用者１人あたりのコスト(円) 1,068 1,220 1,285

市民１人あたりのコスト(円） 73 80 74



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 157　三丘徳修館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字安田562-2
駐車可能台数 30台 敷地面積 1,008㎡

管理形態 直営 延床面積 726㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H2 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 不明

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 B

主な構成施設

主要施設 ホール、研修室、講座室、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 12,376人 12,499人 12,158人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

7,489 7,474 7,325 ●施設は平成2年の建築
で、築後20年を経過し空
調など機械設備の老朽化が
見られます。

●施設は県指定有形文化財
「徳修館」と隣接して設置
されています。

●平成24年度に、揚水ポ
ンプ、給水ポンプの改修を
実施しています。

750 750 750

512 567 567

需
用
費

961 984 1,016

56 1,108 317

276 275 247

156 115 93

678 607 679

145 108 138

7 15 11

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 11,030 12,003 11,143

収入 44 61 76

市が支払うコスト（支出-収入） 10,986 11,942 11,067

利用者１人あたりのコスト(円) 888 955 910

市民１人あたりのコスト(円） 73 80 74



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 158　勝間ふれあいセンター

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字呼坂1193-1
駐車可能台数 23台 敷地面積 2,887㎡

管理形態 直営 延床面積 1,062㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H7 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 528,000千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 A

主な構成施設

主要施設 会議室5、和室2、調理実習室、学習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、音響設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 20,152人 18,289人 19,549人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

7,489 7,474 7,325 ●施設は平成7年の建築
で、築後20年を迎えよう
としており、空調など機械
設備の老朽化が見られま
す。

750 750 750

561 565 561

需
用
費

1,652 1,647 1,693

351 1,550 105

235 263 168

240 189 182

964 985 1,013

121 116 133

21 20 0

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 12,384 13,559 11,930

収入 227 176 195

市が支払うコスト（支出-収入） 12,157 13,383 11,735

利用者１人あたりのコスト(円) 603 732 600

市民１人あたりのコスト(円） 81 90 79



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 159　鹿野公民館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字鹿野上3189-1
駐車可能台数 10台 敷地面積 1,880㎡

管理形態 直営 延床面積 1,732㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.35 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S41 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 不明

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設
講堂（350人収容可能）、会議室6、和室4、調理実習室、駐車
場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚器、座卓、会議用長机、
パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 1,039人 724人 933人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

8,987 8,969 8,790 ●平成21年度にコアプラ
ザかのが開所し、集会・講
座等の機能が移転したた
め、22年度以降の利用は
著しく減少しています。
　
●コアプラザかのにはホー
ルが無いため、利用は講堂
に限られている状況です。

● 平成22年度に講堂
（ホール）の内装工事を実
施しています。

1,093 1,605 1,632

需
用
費

710 758 823

168 127 61

128 200 110

111 157 89

382 421 471

59 56 13

45 72 88

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 11,683 12,365 12,077

収入 3 3 1

市が支払うコスト（支出-収入） 11,680 12,362 12,076

利用者１人あたりのコスト(円) 11,242 17,075 12,943

市民１人あたりのコスト(円） 78 83 81



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 160　鶴いこいの里交流センター

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字八代826-8
駐車可能台数 99台 敷地面積 47,635㎡

管理形態 直営 延床面積 2,281㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H6 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 主要建物建築費 1,451,000千円

八代支所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 B

主な構成施設

主要施設

・交流センター
・運動場（別掲）
・テニスコート(別掲）
・水泳プール（別掲）
・須野河内交流館（別掲）

施設内容

【交流センター】
鶴展示室、視聴覚室、図書室、研修室、講座室、調理室、浴室
体育館（バスケットボール1面、バレーボール1面等）
宿泊室5（定員42人、市内の方1,550円/日、市外の方1,860円/日）
野鶴監視所

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 16,070人 18,811人 17,385人 市民一般

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

11,234 11,211 10,182 ●敷地内にスポーツ施設が
整備されており、宿泊がで
きることからスポーツ少年
団等の利用が多く、特に夏
季は人気があります。
　一方で、冬場は地区外か
らの利用は少なく、地区の
集会等が主な利用となって
います。
　
●平成23年度には空調改
修約6,500千円（財源：補
助金4,500千円）を実施し
ています。

●敷地面積のうち4,541㎡
は借地です。

需
用
費

1,872 1,939 2,094

7,502 224 79

530 469 339

268 303 297

4,363 4,451 4,445

777 703 699

987

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 26,546 19,300 19,122

収入 5,510 390 565

市が支払うコスト（支出-収入） 21,036 18,910 18,557

利用者１人あたりのコスト(円) 1,309 1,005 1,067

市民１人あたりのコスト(円） 141 126 124



耐震診断の結果

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 161　須野河内交流館

所管部署： 生涯学習課

施設の設置目的

　地域の教育、教養の向上や生活文化の
振興、社会福祉の増進を図ることをなど
目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 公民館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字八代3617-2
駐車可能台数 10台 敷地面積 1,218㎡

管理形態 直営 延床面積 134㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 木造

 主要建物建築年 S54 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 主要建物建築費 不明

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 講堂、和室、調理実習室

主要設備 座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 389人 806人 707人 市民一般

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は、地域の集会所的
な役割も果たしています。

需
用
費

20 16 26

50

22 28 21

112 109 111

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 204 153 158

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 204 153 158

利用者１人あたりのコスト(円) 524 190 223

市民１人あたりのコスト(円） 1 1 1



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名：
162　須々万農村環境改善セン
ター

所管部署： 農林課

施設の設置目的

　地区住民の交流や情報交換、研修の場
などを提供することにより、農業振興と
農村環境の改善を図ることを目的として
設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分
農村環境改善セン
ター

単独複合
施設の別

単独施設

所在地
周南市大字須々万本郷480-
11

駐車可能台数 18台 敷地面積 1,614㎡

管理形態 直営 延床面積 929㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H2 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 253,580千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設 多目的ホール、農事研修室、和室、会議室、図書室

主要設備 放送設備、視聴覚機器、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 18,969人 16,457人 14,399人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 64.7人 57.5人 50.9人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は平成2年の建築
で、築後20年を経過して
います。機械設備の老朽化
が目立ちます。

●須々万支所・公民館に隣
接しており、公民館に比べ
て施設が新しく利便性が
勝っているため、公民館の
代替として集会や講座等が
開催されています。

●須々万支所長とセンター
長は兼任となっています。

●農村総合整備モデル事業
により整備されたもので
す。

2,930 2,871 2,902

需
用
費

960 963 994

585 429 996

445 412 493

156 181 182

560 580 581

85 37 33

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 5,721 5,473 6,181

収入 457 425 321

市が支払うコスト（支出-収入） 5,264 5,048 5,860

利用者１人あたりのコスト（円） 278 307 407

市民１人あたりのコスト（円） 35 34 39



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 163　須金農村環境改善センター

所管部署： 農林課

施設の設置目的

　地区住民の交流や情報交換、研修の場
などを提供することにより、農業振興と
農村環境の改善を図ることを目的として
設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分
農村環境改善セン
ター

単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字須万2427-2
駐車可能台数 8台 敷地面積 1,660㎡

管理形態 直営 延床面積 699㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 H7 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 290,374千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 A

主な構成施設

主要施設 多目的ホール、農事研修室、和室、会議室、調理実習室

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚機器、座卓、会議用長
机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 4,861人 4,104人 3,170人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 13.3人 11.2人 8.7人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

1,872 1,869 1,831 ●須金支所と一体的に設置
されており、老朽化した須
金公民館に代わり、講座、
集会等が本施設で行われて
います。
　管理運営は支所職員、公
民館主事が担当していま
す。

●須金支所長とセンター長
は兼任となっています。

●農村総合整備モデル事業
により整備されたもので
す。

●須金公民館は、現在、倉
庫として利用されていま
す。

需
用
費

74

547 557 566

16 15 15

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 2,435 2,441 2,486

収入 10 5 5

市が支払うコスト（支出-収入） 2,425 2,436 2,481

利用者１人あたりのコスト（円） 499 594 783

市民１人あたりのコスト（円） 16 16 17



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 164　高瀬集会所

所管部署： 農林課

施設の設置目的

　地区住民の交流や情報交換の場を提供
することにより、農林業の振興や定住化
の促進などによる地域振興を図ることを
目的として設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 農林業集会所
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字高瀬690-3
駐車可能台数 40台 敷地面積 1,884㎡

管理形態 直営 延床面積 153㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 木造

耐震性あり 主要建物建築年 H2 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 20,651千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｅ

主な構成施設

主要施設 集会室、和室、調理実習室、駐車場

主要設備 調理台、調理器具、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 787人 1,341人 1,407人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 2.2人 3.7人 3.9人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

225 224 220 ●施設は、平成2年の建築
で、築後20年を経過して
います。
　これまで、小修繕を積み
重ねてきており、大きな疲
弊箇所は無い状況です。

●敷地1,884㎡は借地と
なっています。

●林業構造改善事業により
整備されたものです。

需
用
費

46 46 37

206 777 70

29 34 33

14 14 14

174 174 174

234 233 231

625

8 36 8

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 1,561 1,538 787

収入 2 2 3

市が支払うコスト（支出-収入） 1,559 1,536 784

利用者１人あたりのコスト（円） 1,981 1,145 557

市民１人あたりのコスト（円） 10 10 5



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 165　馬神集会所

所管部署： 農林課

施設の設置目的

　地区住民の交流や情報交換の場を提供
することにより、農林業の振興や定住化
の促進などによる地域振興を図ることを
目的として設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 農林業集会所
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字馬神833-12
駐車可能台数 20台 敷地面積 1,210㎡

管理形態 直営 延床面積 183㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 木造

耐震性あり 主要建物建築年 H4 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 23,230千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｅ

主な構成施設

主要施設 集会室、和室、調理実習室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚機器、座卓、会議用長
机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 561人 892人 834人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 1.5人 2.4人 2.3人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

75 75 73 ●施設は平成4年の建築
で、築後20年を経過して
います。

●施設の鍵の管理や清掃等
は地元に委託しています。

●農業基盤総合整備事業に
より整備されたものです。

需
用
費

61 54 47

27 33 30

11 11 11

175 193 193

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 349 366 354

収入 39 34 27

市が支払うコスト（支出-収入） 310 332 327

利用者１人あたりのコスト（円） 553 372 392

市民１人あたりのコスト（円） 2 2 2



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 166　尚白園

所管部署： 人権推進課

施設の設置目的

　地区住民の交流、情報交換、文化教養
の向上や福祉の向上を図ることを目的と
して設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 隣保館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市新宿通6-1-25
駐車可能台数 10台 敷地面積 1,379㎡

管理形態 直営 延床面積 450㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.41 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S46 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 不明

尚白園児童館、尚白園児童クラブ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設
事務室、相談室、談話室、遊戯室、図書室、調理室、休養室、
集会室、学習室、保健室

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚機器、遊具、座卓、会議
用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 11,563人 12,142人 13,300人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 47.4人 49.6人 54.5人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は昭和46年の建築
で、築後40年を経過して
老朽化しています。
　平成17年に外壁、トイ
レ等の大規模改修を行って
います。

●人件費や光熱水費などの
運営経費のうち、国が認め
る額について3/4の補助金
が交付されています。
　
●平成22年度修繕料のう
ち約1,200千円は休養室の
全面改修によるものです。

3,419 3,434 3,384

需
用
費

550 560 502

127 16 233

170 153 158

82 69 100

656 599 597

63 79 73

1,592 1,484 467

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 6,659 6,394 5,514

収入 4,154 4,233 3,903

市が支払うコスト（支出-収入） 2,505 2,161 1,611

利用者１人あたりのコスト（円） 217 178 121

市民１人あたりのコスト（円） 17 14 11



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 167　東福祉館

所管部署： 人権推進課

施設の設置目的

　地区住民の交流、情報交換、文化教養
の向上や福祉の向上を図ることを目的と
して設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 隣保館
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字久米1316-1
駐車可能台数 15台 敷地面積 2,011㎡

管理形態 直営 延床面積 544㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.45 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 主要建物建築年 S47 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 不明

東福祉館児童館、東福祉館児童クラブ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設
事務室、談話室、遊戯室、学習室、講堂、講座室、会議室2、調
理実習室、集会室

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚機器、遊具、座卓、会議
用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 7,390人 7,590人 10,498人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 30.3人 31.0人 43.0人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は昭和47年の建築
で、築後40年を経過して
老朽化しています。
　平成18年に外壁、トイ
レ、スロープ等の大規模改
修を行っています。

●人件費や光熱水費などの
運営経費のうち、国が認め
る額について3/4の補助金
が交付されています。

3,414 3,398 3,372

需
用
費

591 591 624

326 804 1,573

167 268 196

115 173 163

599 599 597

112 99 94

1,315 1,190 237

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 6,639 7,122 6,856

収入 4,312 4,919 4,018

市が支払うコスト（支出-収入） 2,327 2,203 2,838

利用者１人あたりのコスト（円） 315 290 270

市民１人あたりのコスト（円） 16 15 19



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 168　川崎会館

所管部署： 人権推進課

施設の設置目的

　地区住民の交流、情報交換、文化教養
の向上や福祉の向上を図ることを目的と
して設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 隣保館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市川崎2-14-3
駐車可能台数 30台 敷地面積 1,440㎡

管理形態 直営 延床面積 541㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 RC造

 主要建物建築年 S46 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 不明

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｄ

主な構成施設

主要施設
事務室、調理室、交流サロン、和室2、集会室、会議室、湯沸
室、更衣室

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚機器、座卓、会議用長
机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 9,190人 11,698人 12,240人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 37.7人 47.7人 50.2人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は昭和46年の建築
で、築後40年を経過して
老朽化しています。
　平成13年に玄関、外
壁、トイレ、和室等の大規
模改修を行っています。

●人件費や光熱水費などの
運営経費のうち、国が認め
る額について3/4の補助金
が交付されています。

3,407 3,410 3,384

需
用
費

500 505 522

383 133 33

314 263 244

96 89 188

524 599 597

65 65 64

340 363 179

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 5,629 5,427 5,211

収入 4,021 3,642 3,912

市が支払うコスト（支出-収入） 1,608 1,785 1,299

利用者１人あたりのコスト（円） 175 153 106

市民１人あたりのコスト（円） 11 12 9



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 169　高水会館

所管部署： 人権推進課

施設の設置目的

　地区住民の交流、情報交換、文化教養
の向上や福祉の向上を図ることを目的と
して設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 隣保館
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字原1-5
駐車可能台数 10台 敷地面積 1,082㎡

管理形態 直営 延床面積 356㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 S造

 主要建物建築年 S41 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 不明

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 D

主な構成施設

主要施設
事務室、相談室、会議室、講座室、和室、調理実習室、図書
室、駐車場

主要設備
調理台、調理器具、放送設備、視聴覚機器、座卓、会議用長
机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 7,039人 8,200人 7,447人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 28.8人 33.5人 30.5人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●施設は昭和41年の建築
で、築後40年を経過して
老朽化しています。
　
●施設の給水は、井戸水を
使用していますが、汲み上
げポンプの水を近隣住民に
供給し、負担金を徴収して
います。
　
●人件費や光熱水費などの
運営経費のうち、国が認め
る額について3/4の補助金
が交付されています。

3,240 3,298 3,420

需
用
費

466 451 425

982 420 729

275 243 302

650 271 258

59 61 54

786 498 194

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 6,458 5,242 5,382

収入 4,870 3,898 3,914

市が支払うコスト（支出-収入） 1,588 1,344 1,468

利用者１人あたりのコスト（円） 226 164 197

市民１人あたりのコスト（円） 11 9 10



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 170　御山集会所

所管部署： 人権教育課

施設の設置目的

　地区住民の交流、情報交換、人権教育
の推進や福祉の向上を図ることを目的と
して設置されています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 教育集会所
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字徳山7873-4
駐車可能台数 5台 敷地面積 455㎡

管理形態 直営 延床面積 120㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 S造

 主要建物建築年 S52 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 13,057千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 和室、講義室

主要設備 座机、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

利用者数 554人 419人 324人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

281 281 202 ●施設は昭和52年の建築
で、築後30年を経過して
老朽化しています。
　
●施設の鍵の管理や清掃な
どは地元に委託していま
す。

需
用
費

124 126 106

14 200

17 8

42 47 70

129 129 129

41 41 11

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 631 641 726

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 631 641 726

利用者１人あたりのコスト（円） 1,139 1,530 2,241

市民１人あたりのコスト（円） 4 4 5



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 171　西殿木原集会所

所管部署： 人権教育課

施設の設置目的

　地区住民の交流、情報交換、人権教育
の推進や福祉の向上を図ることを目的と
して設置されています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 教育集会所
単独複合
施設の別

単独施設

所在地
周南市大字須々万本郷435-
1

駐車可能台数  敷地面積 413㎡

管理形態 直営 延床面積 167㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 木造

 主要建物建築年 S39 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 1,630千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 和室2、集会室

主要設備 座机、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

利用者数 406人 226人 395人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

281 280 202 ●施設は昭和39年の建築
で、築後50年を迎えよう
としています。
　
●施設の鍵の管理や清掃な
どは地元に委託していま
す。

需
用
費

81 73 67

233

17 16

20 15 9

129 129 129

4

74

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 515 588 656

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 515 588 656

利用者１人あたりのコスト（円） 1,268 2,602 1,661

市民１人あたりのコスト（円） 3 4 4



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 172　平井集会所

所管部署： 人権教育課

施設の設置目的

　地区住民の交流、情報交換、人権教育
の推進や福祉の向上を図ることを目的と
して設置されています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 教育集会所
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字久米1260-4
駐車可能台数 2台 敷地面積 373㎡

管理形態 直営 延床面積 129㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 S造

 主要建物建築年 S54 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 12,543千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 和室、講義室

主要設備 座机、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

利用者数 163人 152人 112人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

280 280 201 ●施設は昭和54年の建築
で、築後30年を経過して
老朽化しています。
　
●施設の鍵の管理や清掃な
どは地元に委託していま
す。

需
用
費

52 48 40

198 201

61 3

41 44 75

129 129 129

41 41 28

34

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 741 637 677

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 741 637 677

利用者１人あたりのコスト（円） 4,546 4,191 6,045

市民１人あたりのコスト（円） 5 4 5



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 173　明石集会所

所管部署： 人権教育課

施設の設置目的

　地区住民の交流、情報交換、人権教育
の推進や福祉の向上を図ることを目的と
して設置されています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 教育集会所
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市川崎3-11-34
駐車可能台数  敷地面積 239㎡

管理形態 直営 延床面積 101㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 木造

 主要建物建築年 S54 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 8,500千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 集会室、講義室

主要設備 座机、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

利用者数 142人 215人 178人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

281 280 201 ●施設は昭和54年の建築
で、築後30年を経過して
老朽化しています。
　
●施設の鍵の管理や清掃な
どは地元に委託していま
す。

需
用
費

49 45 30

33 79

4 14 16

43 39 103

129 129 129

15 11

40 155

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 579 601 645

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 579 601 645

利用者１人あたりのコスト（円） 4,077 2,795 3,624

市民１人あたりのコスト（円） 4 4 4



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 174　大津島ふれあいセンター

所管部署： 中山間地域振興課

施設の設置目的

　大津島への来訪者を増やし、交流を促
すことで離島振興を図るため、レクリ
エーションや研修などの幅広い活動を通
じて交流できる場を提供することを目的
として設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 離島振興施設
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字大津島2823-1
駐車可能台数  敷地面積 3,704㎡

管理形態 直営 延床面積 730㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 木造

耐震性あり 主要建物建築年 H3 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 136,784千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 C

主な構成施設

主要施設

【宿泊棟】8棟
・1棟につき6人宿泊可能。トイレ、洗面所、冷暖房完備
・1人1泊1,470円（寝具使用料含む）
【炊飯棟】
・コイン式ガスコンロ（25分100円）、電気炊飯器、冷蔵庫、
食器類
【管理棟研修室】
・定員100人、冷暖房完備

主要設備
調理台、調理器具、座卓、長机、パイプ椅子、バーベキューコ
ンロ、貸出用自転車、シャワーほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 3,566人 3,402人 5,134人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 11.5人 11.0人 23.0人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

2,546 2,242 2,564 ●施設は平成11年に食堂
棟を増築しています。

●市内外からの家族連れや
各種団体に利用されていま
す。
　
●施設利用は、平成8年の
9,219人をピークに減少し
ています。

●管理形態については、平
成22年度以前は指定管理
者制度を導入していました
が、平成23年度から直営
としています。

●平成22年度にコイン
シャワー等の修繕を行って
います。

●平成25年度から、現場
統括のため嘱託職員1名を
配置しています。

●平成25年度から、12月
1日～3月15日は冬期休館
としています。

1,261

1,643 3,470 1,574

需
用
費

1,053 1,155 1,080

615 258 197

347 246 305

560 594 595

2,119 2,119 2,385

493 486 272

1,881 717 235

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 11,257 11,287 10,468

収入 3,896 3,304 2,889

市が支払うコスト（支出-収入） 7,361 7,983 7,579

利用者１人あたりのコスト（円） 2,064 2,347 1,476

市民１人あたりのコスト（円） 49 53 51



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 175　体験交流施設大津島海の郷

所管部署： 中山間地域振興課

施設の設置目的

　離島である大津島への来訪者を増や
し、交流を促すことで離島振興を図ると
ともに、島の豊かな自然を生かした自然
体験や宿泊体験を提供することを目的と
して設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 離島振興施設
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字大津島217-1
駐車可能台数  敷地面積 6,555㎡

管理形態 指定管理 延床面積 1,036㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 S造

耐震性あり 主要建物建築年 H25 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 181,111千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｄ

主な構成施設

主要施設

【本館研修棟】
・宿泊室（16人×4室、3人×2室、30人×1室（兼研修室）、
研修室（和室（兼宿泊室）、洋室（兼食堂））、浴室2、調理配
膳室、トイレ（男女各2、多目的1）
・1人1泊1,500円
・市内の学校等の児童、生徒、教員等が学校行事として使用す
る場合は1人1泊540円など
【その他】
体育館（406㎡、旧大津島中学校）、屋外グラウンド

主要設備
ベッド、座卓、長机、パイプ椅子、放送設備、視聴覚機器、訓
練用カッター、監視艇、カヤック

複合（併設）施設

平成2３年度 平成2４年度 平成2５年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数   3,168人 企業、学校他

区分 平成2３年度 平成2４年度 平成2５年度 【特記事項】

人
件
費

1,831 ●施設は、大津島ふれあい
センターや回天記念館等の
島内にある施設との連携に
より相乗効果を生むこと
で、離島振興を一層、図ろ
うとするものです。

●指定管理（一般社団法人
大津島研究所）H25.4.1～
H28.3.31
　
●類似施設の状況
・本市
大田原自然の家
・国県
国立山口徳地少年自然の家
山口県油谷青少年自然の家

需
用
費

17,734

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 0 0 19,565

収入 991

市が支払うコスト（支出-収入） 0 0 18,574

利用者１人あたりのコスト（円） － － 5,863

市民１人あたりのコスト（円） － － 124



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 176　金峰杣の里交流館

所管部署： 農林課

施設の設置目的

　地区住民の交流や情報交換、都市住民
との交流の場などを促すことによる過疎
対策や農林業の振興を目的として設置し
ています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 市民交流その他
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字金峰3964
駐車可能台数 10台 敷地面積 1,773㎡

管理形態 指定管理 延床面積 307㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 S造

耐震性あり 主要建物建築年 H18 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 84,640千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 A

主な構成施設

主要施設 多目的室、和室、調理室、駐車場

主要設備 調理台、調理器具、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 372人 385人 311人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 1.0人 1.1人 0.9人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

374 374 73 ●指定管理（金峰地域づく
り協議会）H24.4.1～
H29.3.31
利用料金制

●施設の利用は地区内の住
民に限られる状況で、他地
区や都市部からの利用は無
い状況です。

●農村振興総合整備統合補
助事業により整備されたも
のです。

需
用
費

315 304 304

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 689 678 377

収入 0 0 0

市が支払うコスト（支出-収入） 689 678 377

利用者１人あたりのコスト（円） 1,852 1,761 1,212

市民１人あたりのコスト（円） 5 5 3



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 177　ゆめプラザ熊毛

所管部署： 熊毛総合支所　地域政策課

施設の設置目的

　市民が生きがいを持ち、健康で明るい
暮らしが持続できるよう、保健、福祉、
子育て支援や生涯学習の充実を目的とし
て設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 市民交流その他
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市熊毛中央町1-1
駐車可能台数 150台 敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 879㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 木造・RC壁式造

耐震性あり 主要建物建築年 H13 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 1,198,761千円

熊毛総合支所、熊毛公民館 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 A

主な構成施設

主要施設
子育て支援センター、健康増進ルーム、情報交流サロン、中央
ホール

主要設備 視聴覚機器、遊具、図書、座卓、会議用長机、パイプ椅子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 15,634人 15,044人 14,654人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 43.5人 41.9人 41.2人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

1,498 1,719 1,319 ●熊毛総合支所の余裕床を
平成22年に改修して整備
したものです。
　
●合併特例債事業により整
備されたものです。

●平成25年度に熊毛総合
支所及びゆめプラザ熊毛、
熊毛公民館の外壁等改修工
事を行っています。

●平成25年度収入に外壁
等改修工事に係る地域の元
気臨時交付金が含まれてい
ます。

需
用
費

2,152 1,899 2,001

1,008 579 657

159 152 144

556 667 492

2,832 2,725 2,766

1,195 1,207 1,205

2,967

7,630 7,609 18,478

192 192 192

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 17,222 16,749 11,743

収入 256 285 2,798

市が支払うコスト（支出-収入） 16,966 16,464 8,945

利用者１人あたりのコスト（円） 1,085 1,094 1,871

市民１人あたりのコスト（円） 113 110 183



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 178　コアプラザかの

所管部署： 鹿野総合支所　地域政策課

施設の設置目的

　市民が生きがいを持ち、健康で明るい
暮らしが持続できるよう、保健、福祉、
医療や生涯学習の充実を目的として設置
しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 市民交流その他
単独複合
施設の別

複合施設

所在地
周南市大字鹿野上字サヤノ原
910

駐車可能台数 100台 敷地面積 22,412㎡

管理形態 直営 延床面積 3,165㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 S57 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 有 436,333千円

国民健康保険鹿野診療所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 A

主な構成施設

主要施設
鹿野診療所、市民交流スペース、事務室、健康管理研修室、調
理実習室、女性活動推進室、高齢者活動推進室、保健指導室、
研修室、会議室、ワーキング室ほか

主要設備
視聴覚機器、調理台、調理器具、座卓、会議用長机、パイプ椅
子ほか

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 24,243人 26,188人 26,075人 地域住民ほか

1日当たり利用者数 67.3人 72.9人 72.4人 地域住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

1,498 1,495 1,465 ●施設は、昭和57年に建
築された鹿野グリーンハイ
ツを山口県から取得し、改
修等整備を行い、平成21
年2月に開所したもので
す。

●過疎債を活用していま
す。

●鹿野総合支所の窓口とし
て、住民票や税証明など、
各種証明の発行をしていま
す。

●保健、福祉のコーディ
ネーター役として、保健師
2名が駐在しています。

●生涯学習の拠点として、
講座室やワーキングルーム
が設置されており、公民館
主事も駐在しています

●社会福祉協議会鹿野支部
に一部を貸し付けしていま
す。

990 990 0

需
用
費

1,617 1,680 1,711

404 1,121 287

1,336 1,425 1,601

461 483 475

6,349 6,233 6,194

351 356 345

13,590 38,321 38,321

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 26,596 52,104 50,399

収入 459 436 460

市が支払うコスト（支出-収入） 26,137 51,668 49,939

利用者１人あたりのコスト（円） 1,078 1,973 1,915

市民１人あたりのコスト（円） 175 346 334



【施設の概要】

耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 179　中須北交流拠点施設

所管部署： 農林課

施設の設置目的

　中山間地域の振興と都市と農村との交
流を促進する目的で設置しています。

施設分類 市民交流施設 施設区分 市民交流その他
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字中須北276-2
駐車可能台数 20台 敷地面積 767

管理形態 直営 延床面積 19㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数  

耐震性あり 主要建物建築年 H20 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 25,905千円

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 A

主な構成施設

主要施設
交流広場、休憩所、トイレ（※上記の延床面積は全てトイレで
す。）

主要設備 休憩所は、屋根とベンチのみの簡易なものです。

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 550人 530人 288人 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●棚田を臨む丘陵に整備さ
れた広場で、棚田観光やイ
ベントに利用されていま
す。

●施設の管理は、主に清掃
で、地元の「棚田清流の
会」が無償で実施していま
す。

需
用
費

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 0 0 0

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 0 0 0

利用者１人あたりのコスト（円） 0 0 0

市民１人あたりのコスト（円） 0 0 0



耐震診断の結果

主要建物建築費

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 180　コミュニティ倉庫

所管部署： コミュニティ推進課

施設の設置目的

　多様な地域活動を支援するため、集会
やレクリエーション、イベント等の開催
に必要な物品や災害時の非常食等を保管
する目的で設置しています。

【施設の概要】

施設分類 市民交流施設 施設区分 市民交流その他
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市福川南町2-1
駐車可能台数 10台 敷地面積  

管理形態 直営 延床面積 138㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 S造

耐震性あり 主要建物建築年 H9 1 階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 無 5,350千円

 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況  

主な構成施設

主要施設 倉庫

保管物品

・貸出物品
簡易ステージ、焼きいも機　ほか
・防災備蓄
飲料水、非常食

複合（併設）施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間利用件数 　－ 　－ 　－

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●物品の主な利用団体は、
自治会、コミュニティ団体
等です。

●敷地は使用貸借による借
地です。需

用
費

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 0 0 0

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 0 0 0

利用１件あたりのコスト(円) － － －

市民１人あたりのコスト(円） － － －



耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 1143 大道理夢求の里交流館

所管部署： 地域づくり推進課

施設分類

管理形態 直営 延床面積 747.84

施設の設置目的

地域の特性に応じた主体的かつ総合的な地域
づくりを促進するとともに、地域住民の学
び、生きがいづくり、活躍及び集いの場を提
供する

【施設の概要】

市民交流施設 施設区分 市民交流センター
単独複合
施設の別

複合施設

所在地 周南市大字大道理１３３２
駐車可能台数 100台 敷地面積 11643.99

耐震性あり 主要建物建築年 Ｓ60年

無し 避難所の指定 有り 109,900千円

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 ＲＣ造・２階

向道支所 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｄ

主な構成施設

主要施設
会議室、大会議室、調理室、トイレ（男女各２）、
多目的トイレ、シャワー室（男女各１）、研修交流室（３、うち和室
１）、野外広場

主要設備
玄関スロープ、調理台、調理器具、多目的トイレ、会議用長机、パイ
プ椅子、野外照明設備ほか

耐震工事の実施状況

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 - - - 地区住民ほか

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

- - - 旧大道理小学校の校舎（管理
普通教室棟）を改修・整備し
平成26年10月に供用を開始
しています。

本施設内に向道支所を設置し
ています。

敷地のうち3,379㎡を賃借し
ています。

- - -

- - -

需
用
費

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

減価償却費(公営企業会計のみ) - - -

支出合計 - - -

市民１人あたりのコスト(円） - - -

- - -

収入 - - -

市が支払うコスト（支出-収入） - - -

利用者１人あたりのコスト(円) - - -


